
独自の心理分析技術とAIで
育児支援を自動化
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実用型AI保育士（Functional AI）

さくら先生
感性型AI保育士（Emotional AI）

松井先生

24時間365日、

いつでもAIに子育ての
相談ができます。
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病院への電話？？ ネット検索？？
ママ達の課題
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解決策
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10回以上 250名超2022年
いつもありがとう

顧客の生の声
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研究結果

AIが子育て負担軽減立証

優位性
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1ヶ月 アクティブ率

27
回

投稿回数/日
一部の投稿者トラクション
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自治体は子育て支援を頑張っているのに・・・

　　　　　　親からの満足度が低いこと知っていますか？

参照元：令和元年度 国分寺市市民アンケー
ト調査 報告書内③満足度（満足度と不満度
の差）・重要度分析
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【親に届かない支援情報】

課題①

支援情報はあるが、忙しい親には届かない

結果、自治体の努力が伝わらない

【複雑でわかりにくい支援内容】

課題②

条件が複雑で問い合わせが殺到

自治体職員・親の双方が負担増加

【親の声が拾えず、支援が画一的に】

課題③

リアルなニーズが見えない

どの自治体も“同じ支援”に見える

“地域らしさ”が伝わらない
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課題①

【親に届かない支援情報】

▶ 解決策①　AIが“今必要な支援情報”を自動配信

お子様の年齢・地域・家族構成をもとに、
予防接種・保活・訪問相談などをベストな
タイミングで通知

忙しい親にとって、検索不要の
「届けてくれる支援」へ

課題②

▶ 解決策②　LINEでAIが質問対応＋PDF自動入力

　支援制度のQ&Aを学習し、24時間チャットで対応

　利用者情報から申請書（PDF）への自動入力も可能

　問い合わせ対応の職員負担を大幅に軽減

【複雑でわかりにくい支援内容】

課題③

▶ 解決策③　ブロードリスニング＋AIで施策改善

LINEで集まる声をAIが自動で分析・可視化

改善提案まで自動化 → PDCA高速回転

地域に根ざした、独自の魅力ある支援策が可能に

【親の声が拾えず、支援が画一的に】



飲食店

図書館

保育園 駅

産婦人科

登録方法と利便性

　　利用のハードルを下げる工夫

登録は 産婦人科／小児科／保育園／駅／図書館
など
 （地域のタッチポイントで誘導）

QRコード or タブレット入力で約1分で完了

利用料は無料 → 「相談できる場所がある」
という安心感を提供

通知設定で、必要な支援だけを
受け取ることも可能



参照：子育てキャラクター参照例　狛江市　こまえ子育てねっとのキャラクター（担当課：子ども政策課）

自治体ごとのカスタマイズ対応

うちのまち仕様”に変えられる

キャラクターの見た目や名前を、ご当地要素を反映して変更可能

支援制度の内容や文言も、自治体独自の制度・表現に対応

「自治体色を出したPR」にも使えるツールへ進化

最短3か月、
低コストで運用可能

● 初期費用：100万
円〜（設定・連携・
キャラカスタム含む）

● 月額費用：10万円〜
（運用・改善サポート含
む）

● 利用状況に応じた段
階的導入やトライア
ル提供も相談可能



 共感とスピードが支援の本質

支援情報が“伝わる” → 住民の満足度UP

声が“届く” → 地域に対する愛着が育つ

まとめ

自治体の負担を減らしながら、より親しみやすい支援行政へ  
AI保育士は、制度の届き方を変えるインフラです。  

自治医科大学×トモイク

難病を抱える子どもを持つ親へ

導入事例

医療的ケア児・慢性疾患児
の保護者を対象

AI対話支援サービス
「AIピアサポーター」
※医師監修の元実証実験中


